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研究機関のひとつにナイロビ大学の開発研究所が含まれていたのは非常に幸運だった。私 ち 所蔵する大量の 論文に対して、ち早くデジタル化を許可してく
た。これはリポジトリの開始にあたって大きな動機づけとなった。　
現在は申し入れをした一四機関
と提携しており、さらにリポジトリ公開後に参加を希望してきた一機関とも合意 いる。この研究機関の登場には思いがけず士気が高まった。これまでのところらに六 から前向きの回答 得ているが、その後の交渉 継続中もしくは停滞中である。●内容と利用状況　
ＢＬＤＳ電子図書館は二〇一一













































は、どこを検索すればいいか特に意識せずに到達していることが推測される。さらに、こ 「検索の可能性」は、利用が好循環をもたらすことを 味す 。つまり、論文へのアクセスが増えれば増えるほ
ど、
G
oogle S
cholar の
検
索
結
果で上位にランキングされるが、逆の現象も起こりうるのだ。　
ＢＬＤＳ電子図書館の構築のプ
ロセスで、私たちは多くのことを学んだ。最も重要なことは、構築に要する時間や労力を甘く見積もらないこと、そして 共同作業のデジタル・コレクションの構築にはパートナーシップの確立が不可欠
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
パ
ー
ト
ナーシップが確立されたことで、「ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開する」という単純な提携の枠を
時として超え、オープンアクセスへの支援という形で発展途上国の組織と協力するという新たな経験をした。さらに、図書館用のＦＯＳ
Ｓ（
フ
リ
ー
＆
オ
ー
プ
ン・
ソ
ー
ス・ソフトウェア）の存在を知ることができた。　
ＤｆＩＤ
出
資の
プ
ログ
ラ
ム
のひ
と
つ
、「
G
lobal O
pen K
now
ledge 
H
ub 」プ
ロジ
ェ
ク
トの
第
二段
階
と
して
、
ＢＬＤＳは
研
修
や
設
備
面で
研
究
機
関に支
援
を
続けて
い
る
。開
発
途
上国
の研
究
資
料
を
できる限り
多
く
公
開
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
一
方
、
視
点
を
現
在の蔵
書から
移
し
、
開
発
途
上国
の機
関が自
発
的
に委ね
てく
る
コ
ン
テン
ツ
を
取
り
込
む
作
業
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。
追記：ＢＬＤＳのレイチェル・プレ
イ
フ
ォ
ー
ス（
R
achel P
lay-
forth ）
氏
と
ネ
イ
ソ
ン・
ビ
ン
ベ
（
N
ason
 B
im
be ）氏に感謝する。
（
H
elen
 R
eh
in
／
B
ritish
 L
ibrary 
for D
evelopm
en
t S
tudies ）
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